
この施⼯要領書は、標準的な施⼯⽅法を説明しています。

グラスフィックスエコ＋施⼯要領



■使⽤⽤途
都市部の緑化・遊歩道・住宅庭・歩⾏道路・公園・放牧場・乗⾺エリア・ゴルフ場の通路や

カート道・キャンプ場など

■仕様

■保管⽅法
直射⽇光の当たる場所での保管は避け、屋内に保管してください。

また、歪み防⽌のため、横積みで保管し、縦積みは避けてください。

■

駐⾞場でも利⽤可能 UVコーティング
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施⼯⼿順フロー

墨出し後、掘削作業

路盤⼯事・敷き砂⼯事・転圧・レベル調整

グラスフィックスエコ＋の敷設・切断

天然芝張り施⼯

振動型ローラー転圧機による転圧

完成
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客⼟（⿊⼟／畑⼟）敷き均し



下地の施⼯は、インターロッキングと同様の下地が必要です。

特に駐⾞場など、重量物が通る場所での施⼯においては、路盤⼯事、敷き砂⼯事を⾏ってください。

■標準施⼯断⾯図（⾞両乗り⼊れの場合の図⾯）

①路床⼯事

掘削後、路床の不陸等、不良個所を整地します。

②路盤⼯事

砕⽯（クラッシャーランC40等）を厚み200〜250ｍｍを⼊れ、不陸を調整し、転圧機で固めてください。

※施⼯地域、状況によって、砕⽯の種類、深さは調整してください。

③敷き砂⼯事

砕⽯で固めた路盤に厚み20mm程度に砂を敷いて、トンボなどを使⽤して砂を均し、不陸を調整して

転圧機で固め、レベル調整して下地を完成させてください。

①下地の施⼯について
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天然芝（現地調達）
※⾼麗芝推奨

グラスフィックス eco+（32m）

敷き砂（20mm程度)

路盤︓砕⽯（200〜250mm)

※クラッシャーランC40などを使⽤



例）⾒切り材設置

例）転圧、レベル調整

例）下地完成

②下地の施⼯について
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①下地施⼯が完了後、グラスフィックスエコ＋を敷き詰めます。

グラスフィックスエコ＋はジョイント部分のオス・メスを嵌めて敷設していきます。

②グラスフィックスエコ＋にトラックが載っても潰れません。

鋸（のこぎり）でカットできますので、曲線、障害物がある場合は、鋸でカットしてください。

③グラスフィックスエコ＋の施⼯について
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③グラスフィックスエコ＋に客⼟を敷き詰めていきます。客⼟は⿊⼟や畑⼟を使⽤してください。

④客⼟を⼊れた後、トンボ等を使って、均⼀になるように表⾯を馴らしてください。

客⼟はグラスフィックスエコ＋のハニカム構造が⾒えなくなるまで敷き詰めます。

⑤ロール芝もしくは、カット芝を隙間なく敷き詰めていきます。芝⽣敷設後、発芽の促進と不陸修正の

ため⽬⼟・潅⽔をしてください。

※グラスフィックスエコ＋に使⽤する芝⽣は⾼麗芝を推奨しております。

※天然芝は種植えでの施⼯も可能です。

④客⼟の敷き均し〜芝⽣の敷き詰めについて
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⑤芝⽣の敷設後、振動型ローラー転圧機（1t以上）を使って、芝⽣を転圧してください。

⑥転圧をして芝⽣にグラスフィックスエコ＋の跡が⾒えれば完成です。

⑤芝⽣の転圧について（カット・ローラー芝使⽤の場合）
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